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•母子保健サービス強化，母子手帳等

•女性にやさしいインフラ整備（例：女子トイレ，女性専用車両等の整備）

権利の尊重・脆弱な状況の改善 ⇒女性の健康や生活にやさしい環境の整備

•「仙台防災協力イニシアティブ」に基づき，男女共同参画の視点に立った防災・緊急支援を

実施し，防災分野における意思決定過程への女性の参画を推進する。

女性のリーダーシップ向上 ⇒防災分野等における女性のリーダーシップ推進

•ＳＴＥＭ（科学・技術・工学・数学）教育支援に貢献する。

（例：女性工学系教員の育成，女性の理工系研究者への支援）

（注）「女児・女性の教育関連分野で，2015年から2017年までの3年間で420億円以上の

ＯＤＡを実施する」というコミットメントを着実に実施中。

能力の発揮のための基盤の整備 ⇒女子教育の推進・強化
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基本理念・アプローチ

 日本の強みであるきめ細やかな支援（途上国の人々の視点に根ざした対話と協働）

 女性の力は成長の源泉との認識  人間の安全保障を実現
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